
2013年 12月 15日 「主の証人」 

 

＜ 聖書箇所 ＞ 

「使徒行伝 1章 6節～9節」 

さて、弟子たちが一緒に集まったとき、イエスに問うて言った、「主よ、イスラエルのた

めに国を復興なさるのは、この時なのですか」。彼らに言われた、「時期や場合は、父がご自

分の権威によって定めておられるのであって、あなたがたの知る限りではない。ただ、聖霊

があなたがたにくだる時、あなたがたは力を受けて、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、

さらに地のはてまで、わたしの証人となるであろう」。こう言い終ると、イエスは彼らの見

ている前で天に上げられ、雲に迎えられて、その姿が見えなくなった。 

  

「使徒行伝 2章 1節～4節」 

五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まっていると、突然、激しい風が吹いてきたよ

うな音が天から起ってきて、一同がすわっていた家いっぱいに響きわたった。また、舌のよ

うなものが、炎のように分れて現れ、ひとりびとりの上にとどまった。すると、一同は聖霊

に満たされ、御霊が語らせるままに、いろいろの他国の言葉で語り出した。 

   

 


